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監査役会の監査報告
監査報告書

　当監査役会は、2015年１月１日から2015年12月31日までの第８期事業年度（2015年度）の取締役の職務の執行
に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたしま
す。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

⑴ 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほ
か、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

⑵ 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監
査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で
監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要

に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査
いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必
要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他
株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則
第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備され
ている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的
に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監
査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から
「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を
「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受
け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、
株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
⑴ 事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関す

る事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
⑵ 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶ 連結計算書類の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2016年２月11日
大 ホールディングス株式会社　監査役会

常勤監査役 今 井 孝 治 ㊞
監　査　役 仲 井 昭 仁 ㊞
社外監査役 矢 作 憲 一 ㊞
社外監査役 菅 原 　 洋 ㊞

以　上
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（ご参考）トピックス
│医療関連事業│

2015年9月24日、大鵬薬品の米国子会社・大鵬オンコロジーは、新規の
経口ヌクレオシド系抗悪性腫瘍剤「LONSURF®」(一般名 トリフルリジン･
チピラシル塩酸塩)について、米国食品医薬品局（FDA）より進行・再発の結腸・直腸がん＊1の治療薬として承認を取得し、
10月に自社販売を開始しました。本剤は、大鵬薬品が米国で初めて承認を取得した製品となります。

米国では、結腸・直腸がんは3番目に患者数が多く、2番目に死亡数の多いがん＊2とされており、今回の承認により米
国の患者さんに新たな選択肢を提供いたします。

大鵬薬品は、2014年に本剤を世界に先駆けて日本で発売し、2015年2月には欧州医薬品庁（EMA）に申請しました。
また、同年6月にはセルヴィエ社（仏）と欧州・その他地域（北米･アジア以外）における開発･販売権のライセンス契約を
締結し、今後は両社のパートナーシップを通じて、世界の患者さんへの貢献を目指します。

＊1 フルオロピリミジン療法、オキサリプラチン療法、イリノテカン療法や抗VEGF抗体療法、及びRAS野生型の場合は抗EGFR抗体療法の治療歴があり、遠隔転移を有する結腸・直腸がん
＊2 American Cancer Society; What are the key statistics about colorectal cancer? 
　   http://www.cancer.org/cancer/colonandrectumcancer/detailedguide/colorectal-cancer-key-statistics Accessed August 2015.

新規抗悪性腫瘍剤「LONSURF®」
進行・再発の結腸・直腸がん治療薬として
米国FDAが承認、自社販売開始

大 製薬は、2015年5月27日、「JINARC®｣(一般名 トルバプタン、日
本名 ｢サムスカ®｣）が常染色体優性多発性のう胞腎（ADPKD）の成人患
者さんの治療薬として欧州で初めて販売承認を取得し、ドイツ、英国、
ノルウェー、ルクセンブルクで発売しました。

ADPKDは、慢性進行性の遺伝性腎疾患で、のう胞が増殖・増大して腎臓が大きくなり、慢性や急性の疼痛、高血圧な
どの合併症が現れ、最終的に腎不全に至り透析や腎移植が必要になります。欧州には､約20万人の患者さんがいると推
計されています。
「サムスカ®」(海外製品名「Samsca®」)は、大 製薬が26年をかけて開発した薬で、水だけを出す利尿剤として2006

年に米国で発売しました。その後、ADPKDの適応を追加取得し、現在では日本を含む世界21ヵ国・地域で使われていま
す。未だ治療薬のない疾患に苦しむ患者さんの治療向上を目指し、今後も新薬創製に取り組んでいきます。

大 製薬創製「JINARC®」
欧州初となるADPKD治療薬として発売
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ニュートラシューティカルズ製品のグローバル展開

│ニュートラシューティカルズ関連事業│

●汗の飲料「ポカリスエット」、
　東ティモールとカンボジアで発売
「ポカリスエット」は“汗の飲料”をコンセプトに、発汗によっ

て失われた水分、電解質(イオン)をスムーズに補給するイオン飲
料として、1980年に日本で誕生しました。1982年から東南アジ
アを中心に海外展開を本格化。2015年には、経済成長を続ける
東ティモール、カンボジアでも販売を開始し、「ポカリスエット」は世界20ヵ国･地域で展開するグローバルブランドに成長しました。

海外の人々にも広く認められる飲料となった背景には、その国の文化や生活習慣に合った形で、水分と電解質補給の大切さを伝える
プロモーション活動があります。インドネシアにおいても、様々な飲用シーンでの水分補給の重要性について、地道に啓発活動を実施し
た結果、今日では、「ポカリスエット」は水分補給に必要な飲料として、インドネシア国内で広く認知されています。

2013年に発売した、軽やかな甘さですっきりした後味の“もうひとつのポカリスエット”「ポカリスエット イオンウォーター」も、
2014年より台湾で販売を開始し、海外展開を果たしました。今後も、“汗の飲料”というコンセプトを軸に、グローバル展開を加速し、世
界の人々へ水分補給の大切さを伝え続けてまいります。

●「オロナミンＣ」、「賢者の食卓」をアジアで展開
「オロナミンＣドリンク」は、レモン11個分のビタミンCやビタミンB群＊1、アミノ酸などの栄養が取れ、手軽に美味しく飲める“炭酸栄

養ドリンク”として、1965年に日本で発売しました。昨年発売50周年を迎えた現在でも、多くの皆様にご愛飲いただいています。また、
1985年からは中東6ヵ国＊2でも代理店を通じて販売を開始し、特にUAEでは国民的飲料と言える存在までに成長しました。2015年2月
には韓国で製造販売を、5月には香港で販売を開始。展開国は世界9ヵ国･地域となり、“元気ハツラツ！”の製品コンセプトを通じて、グ
ローバルでのブランド強化を図っています。

糖分や脂肪の吸収を抑える特定保健用食品｢賢者の食卓 ダブルサポート｣は、初の海外展開として2015年4月から香港で販売を開始
しました。香港は、外食産業が発展しており、世界有数の美食・長寿エリア＊3としても知られていますが、肥満・過体重の割合が高いとの
報告＊4もあり、ダイエット目的の食品市場は拡大しています。さまざまな食事のシーンで手軽に利用できる製品特徴を訴求し、製品育成
に注力しています。

●医薬品からの発想、シナジーを活かす
大 グループは、医薬品とニュートラシューティカルズ製品をコア事業とするトータルヘルスケアカンパニーです。医薬品からの発

想を基盤とし、「ポカリスエット」「オロナミンCドリンク」「カロリーメイト」「ソイジョイ」などの製品を生み出し、新規市場を開拓して
きました。

科学的根拠に基づいた製品は、異なる言語・文化・習慣の垣根を越え、世界の皆様に広く理解いただけるものと考え、これからも独創性
あふれる製品で世界の人々の健康に貢献してまいります。

＊1：ビタミンB2、ビタミンB6、ナイアシン　
＊2：UAE、クウェート、バーレーン、オマーン、サウジアラビア、カタール　

＊3：厚生労働省「平成25年簡易生命表の概況」より（香港の平均寿命は2013年で、男が80.87年、女が86.57年）　　
＊4：Department of Health（2014年の肥満・過体重（BMI22以上）の割合は36.6%）
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Hong
Kong

Taiwan

China

Asean

Indonesia

Korea
Japan

Middle
East

Europe U.S.

1982年「ポカリスエット」発売
2007年「ソイジョイ」発売
2014年「ポカリスエット

イオンウォーター」発売
1989年「ポカリスエット」発売
2007年「ソイジョイ」発売

2007年「ソイジョイ」発売

1982年「ポカリスエット」発売
2007年「ソイジョイ」発売
2015年「賢者の食卓」

「オロナミンC」発売

2003年「ポカリスエット」発売
2006年「ソイジョイ」発売

1987年「ポカリスエット」発売
2007年「ソイジョイ」発売
2015年「オロナミンC」発売

グローバル製品の展開国 （2015年12月現在）

中　東

バーレーン、
サウジアラビア、
オマーン（1983年）
UAE（1984年）
クウェート（1986年）

カタール（2003年）
エジプト（2008年）

1985年「オロナミンC」発売

「ポカリスエット」の販売国と発売開始年

アセアン

シンガポール（1983年）
タイ（1998年）
マレーシア（1999年）
フィリピン（2007年）

ベトナム（2012年）
ミャンマー、
東ティモール、
カンボジア（2015年）

2008年 シンガポールで
「ソイジョイ」発売

「ポカリスエット」の販売国と発売開始年

●ポカリスエット ....................... 20ヵ国･地域
●オロナミンCドリンク ................ 9ヵ国・地域
●ソイジョイ .............................. 11ヵ国・地域
●賢者の食卓 ダブルサポート ... 2ヵ国･地域

欧　州

フランス、スペイン、ベルギー、イタリア（2011年）

「ソイジョイ」の販売国と発売開始年

台　湾

インドネシア

米　国

香　港

中　国

韓　国
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ニュートリション エ サンテSAS（仏）では、アフリカのサハラ砂漠の南に位置す
る内陸国のブルキナファソで、2008年より地元住民の栄養改善、雇用創出、大豆食
文化の普及を目的に、「Tofu for Africa」プロジェクトを実施しています。同地域で
活動するNGOの「Orange Blue Africa」と協力し、生産契約をした農家に大豆の
育成指導を行い、収穫した大豆を買い取って工房で豆腐を生産しています。

現在、9ヵ所の村で同プロジェクトを実施していますが、豆腐の認知度が低いた
め、地域のお祭りやイベント、地元レストランで豆腐メニューを紹介するなど、消費
者づくりから取り組み、徐々に知名度が高まってきました。

今後はこの地域でのプロジェクトを早期に自立させ、別の地域でも展開し、プロ
ジェクトの拡大を目指してまいります。

大 製薬は、2015年9月30日に実施された「ひと涼みアワード
2015」において、熱中症対策の優れた取り組みを実施した企業として

「最優秀啓発賞」を受賞しました。前年に引き続き2年連続の受賞とな
ります。大 製薬は、自社研究所などでのイオン飲料を用いた研究成
果に基づき、1991年以降、日本体育協会と連携し熱中症対策の研究や、
各世代のスポーツ実施者や指導者などの対象に合わせ、社員自らが水
分・電解質補給の重要性を伝える啓発活動を実施しています。2015年
は、全国各地で様々なシーンにおける水分・電解質補給についての啓
発活動を実施、さらに、インターハイなど夏期のスポーツ大会におけ
る支援活動や、自治体と連携しポスターや冊子配布などを通じて熱中
症対策の情報を伝えました。

地域の人々の健康と雇用に貢献
「Tofu for Africa」

熱中症予防声かけプロジェクト「ひと涼みアワード2015」
大 製薬「最優秀啓発賞」を受賞

大 グループのCSRの取り組みは、
ウェブサイトよりご覧いただけます

大 グループ統合CSRサイト

http://otsuka.csrportal.jp/ja

│CSRの取り組み│
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│会社概要│
大 ホールディングス株式会社（Otsuka Holdings Co., Ltd.）

設 立 2008年7月8日

資 本 金 816億90百万円

本 店 〒101-0048
東京都千代田区
神田司町二丁目9番地

東 京 本 部 〒108-8241
東京都港区港南二丁目16番4号
品川グランドセントラルタワー

従 業 員 78名
（大 ホールディングス連結従業員数：30,638名）

連結対象会社数 連結子会社 112社、持分法適用会社 16社

事 業 内 容 医療関連事業、ニュートラシューティカルズ関
連事業、消費者関連事業、その他の事業を営む会
社の株式を所有することによる当該会社の事業
活動等の支配及び管理並びにそれに附帯関連
する一切の事業等

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.otsuka.com/

http://www.otsuka.com/
大 ホールディングス ホームページ

http://www.otsuka.com/jp/ir/
IRサイト

当社のIRサイトでは、決算資料などの各種資料、
決算説明会の動画配信などのIR関連情報をご覧いただけます。

HPのご案内

大鵬薬品

グループ資本構成図　 大　ホールディングス

大　化学大　倉庫大　製薬工場大　製薬 大　メディカル
デバイス

（2015年12月31日現在）
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│株式インフォメーション│

事 業 年 度 1月1日から12月31日まで

基 準 日
定時株主総会・期末配当金
中間配当金

12月31日
6月30日

定時株主総会 毎年3月

１単元の株式数 100株

株主名簿管理人
特別口座 口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先

〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-232-711（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所　市場第一部

公 告 方 法

電子公告
公告掲載アドレス　
http://www.otsuka.com/

（ただし、事故その他やむを得な
い事由によって、電子公告による
公告をすることができない場合
は、日本経済新聞に掲載して行い
ます。）

株式に関するお手続きについて
株式に関する各種お手続きにつきましては、ご所有の株式が記録されている口座（証券会社等の口座・特別口
座）によって窓口が異なりますので、ご留意ください。

お手続き・ご照会の内容
特別口座に
記録された株式

証券会社等の
口座に記録された株式

単元未満株式の買取・買増請求
届出住所・氏名等の変更
配当金の受領方法・振込先の変更

特別口座の口座管理機関で
ある「三菱UFJ信託銀行株式
会社」にお問い合わせくださ
い。

口座を開設されている証券
会社等にお問い合わせくだ
さい。

特別口座の残高照会
特別口座から一般口座への振替請求

—

郵便物の発送・返戻に関するご照会
未払い配当金に関するご照会
その他株式事務手続きに関する一般的なご照会

株主名簿管理人である「三菱UFJ信託銀行株式会社」にお問い
合わせください。

株主メモ



2016/02/25 18:51:18 / 15158077_大塚ホールディングス株式会社_招集通知（Ｃ）

メモ

54

メモ



外堀通り

首都
高速
３号
渋谷
線

六本
木通
り

（本館建替え中）
赤坂アーク
ヒルズ サントリー

ホール

ホテル
オークラ
別館

アメリカ大使館

赤坂
ツインタワー
新館

首相官邸

赤坂
溜池タワー

泉ガーデンタワー

3番出口六本木一丁目駅

首都高速
都心環状線六

本
木
一
丁
目

溜池山王

13番出口溜池山王駅

ホテル
オークラ

http://www.otsuka.com/

株主総会会場ご案内図

●�お車でのご来場はご遠慮くださいますようお願い申し上げます。

地下鉄：
銀座線「溜池山王駅」13番出口より徒歩約１分（溜池山王駅より約５分）
南北線「溜池山王駅」13番出口より徒歩約１分（溜池山王駅より約７分）
　　　「六本木一丁目駅」３番出口より徒歩約２分（六本木一丁目駅より約５分）

東京都港区赤坂一丁目12番33号
電話　03-3505-1111

ＡＮＡインターコンチネンタル
ホテル東京
地下１階「プロミネンス」

溜池山王駅から 六本木一丁目駅から

エスカレーターで
地下１階へ




